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３ 要旨

これまで、実施してきたｴｺﾞﾏ種実給与による豚肉の高品質化技術の生産農場における現地実証を行い、
試験成果について検証するとともに、商品としての評価を明らかにする。

(1) 生産農場４戸は中小規模の繁殖・肥育一貫経営の養豚農家であった。

(2) エゴマ種実の配合については、各農場ともに製粉機等で粉砕後、攪拌機を用いて肥育用配合飼料へ
３％の割合で混合していた。

(3) エゴマ種実は飼料として輸入されているもので、単価は㎏あたり266円であった。(平成15年４月現在)

(4) 格付け状況については、出荷豚の上物率が37.9％であった。試験生産の期間であり、出荷適期の見
極めが難しいことから、やや低い水準になったと考えられる。

(5) 腎周囲脂肪の脂肪酸組成については、n-6/n-3比が2.4～3.3と場内で実施してきた試験成績と同様
の数値であった。

(6) アンケート調査の結果については、「いつも食べている豚肉よりおいしい」が83％、「いつも食べている
豚肉より柔らかい」が61％とこれまで実施してきた試験成績を反映している結果となった。 
また、「また食べたい」が94％と消費者の評価も高い結果となった。 
以上のことから、エゴマ種実を用いた豚肉の高品質化技術は、養豚農家においても取り組むことが可
能であり、その豚肉は商品としても高い評価を得られた。
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